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平成２５年第２回竹原市議会定例会会議録 

 

平成２５年６月１８日開会 

  （平成２５年６月１８日） 

        

議席順 氏     名 出  欠 

１ 山  元  経  穂 出 席 

２ 高  重  洋  介 出 席 

３ 井  上  美 津 子 出 席 

４ 山  村  道  信 出 席 

５ 大  川  弘  雄 出 席 

６ 道  法  知  江 出 席 

７ 宮  原  忠  行 出 席 

８ 片  山  和  昭 出 席 

９ 北  元     豊 出 席 

１０ 稲  田  雅  士 出 席 

１１ 松  本     進 出 席 

１２ 吉  田     基 出 席 

１３ 脇  本  茂  紀 出 席 

１４ 小  坂  智  徳 出 席 

 

  職務のため議場に出席した者は、下記のとおりである 

    議会事務局長                   西 口 広 崇 

    議会事務局係長     住 田 昭 徳 
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説明のため議場に出席した者は、下記のとおりである 

 

職      名 氏    名 出 欠 

市         長 小 坂 政 司 出 席 

副    市    長 三 好 晶 伸 出 席 

教    育    長 竹 下 昌 憲 出 席 

総 務 部 長 今 榮 敏 彦 出 席 

総 務 課 長 桶 本 哲 也 出 席 

情 報 化 推 進 室 長 桶 本 哲 也 出 席 

企 画 政 策 課 長 福 田 吉 晴 出 席 

財 政 課 長 塚 原 一 俊 出 席 

税 務 課 長 沖 本   太 出 席 

会 計 管 理 者 前 本 憲 男 出 席 

監 査 委 員 事 務 局 長 木 村 忠 志 出 席 

選挙管理委員会事務局長 今 榮 敏 彦 出 席 

市 民 生 活 部 長 谷 岡   亨 出 席 

市 民 健 康 課 長 森 野 隆 典 出 席 

まちづくり推進課長 宮 地 憲 二 出 席 

文 化 生 涯 学 習 室 長 堀 信 正 純 出 席 

忠 海 支 所 長 森 野 隆 典 出 席 

人 権 推 進 室 長 谷 岡   亨 出 席 

福 祉 課 長 平 田 康 宏 出 席 

子 ど も 福 祉 室 長 井 上 光 由 出 席 

建 設 産 業 部 長 後 藤 博 光 出 席 

産 業 振 興 課 長 中 川 隆 二 出 席 

商 工 観 光 室 長 國 川 昭 治 出 席 

建 設 課 長 大 田 哲 也 出 席 

都 市 整 備 課 長 有 本 圭 司 出 席 

区 画 整 理 室 長 有 本 圭 司 出 席 

上 下 水 道 課 長 沖 谷 秀 一 出 席 

農業委員会事務局長 中 川 隆 二 出 席 

教育委員会教育振興課長 久 重 雅 昭 出 席 

教育委員会学校教育課長 亀 井 伸 幸 出 席 

公 営 企 業 部 長 後 藤 博 光 出 席 
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付議事件は下記のとおりである        

 日程第１ 会議録署名議員の指名について 

 日程第２ 会期の決定について 

 日程第３ 諸般の報告 

      （１）全国市議会議長会表彰について 

      （２）報告第１号 平成２４年度竹原市一般会計繰越明許費繰越計算書につ 

               いて 

      （３）報告第２号 平成２４年度竹原市公共下水道事業特別会計繰越明許費 

               繰越計算書について 

      （４）報告第３号 平成２４年度竹原市水道事業会計予算繰越計算書につい 

               て 

      （５）報告第７号 竹原流通センター株式会社の経営状況について 

 日程第４ 一般質問 
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              午前１０時００分 開会 

議長（稲田雅士君） 皆さんおはようございます。 

 ただいまの出席議員１４名であります。定足数に達しておりますので、これより平成２

５年第２回竹原市議会定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 議長から報告をいたします。 

 まず、監査委員より、平成２５年２月から平成２５年４月分までの例月出納検査結果の

報告がありましたので、その写しをお手元に配付しておきましたから、御了承お願いいた

します。 

 次に、議長において受理いたしております陳情書等につきましては、陳情書受理状況一

覧表としてお手元に配付しておきましたので、御了承願います。 

 以上で議長からの報告を終わります。 

 これより日程に入ります。 

         ―――――――――――――――――――――― 

  日程第１ 

議長（稲田雅士君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定により、議長において松本進君、山村道

信君を指名をいたします。 

         ―――――――――――――――――――――― 

  日程第２ 

議長（稲田雅士君） 日程第２、会期の決定についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 今期定例会の会期は、本日から６月２１日までの４日間といたしたいと思います。これ

に御異議ありませんか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） 御異議なしと認めます。よって、今期定例会の会期は、本日から６

月２１日までの４日間と決定をいたしました。 

         ―――――――――――――――――――――― 

  日程第３ 

議長（稲田雅士君） 日程第３、諸般の報告を行います。 
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 報告案件は５件であります。 

 まず、全国市議会議長会表彰についてを報告いたします。 

 事務局長から報告をさせます。 

議会事務局長（西口広崇君） 御報告いたします。 

 去る５月２２日、東京都日比谷公会堂において開催されました第８９回全国市議会議長

会定期総会におきまして、議員１０年以上の永年勤続表彰として北元豊議員が受賞されま

した。ここに謹んで御報告いたします。 

議長（稲田雅士君） これより表彰状の伝達式を行います。 

 準備のため、このまましばらくお待ちください。 

議会事務局長（西口広崇君） ただいまから表彰状の伝達式を行います。議員１０年以上

の永年勤続表彰を行います。 

 北元豊議員は正面へお運びください。 

 それでは、お名前を申し上げますので、お呼びいたしましたら１歩前へお進みくださ

い。 

 北元豊議員。 

議長（稲田雅士君） 表彰状。竹原市北元豊殿。あなたは市議会議員として１０年市政の

振興に努められ、その功績は著しいものがありましたので、第８９回定期総会に当たり、

本会表彰規程により表彰いたします。平成２５年５月２２日。全国市議会議長会、会長佐

藤祐文。 

 おめでとうございます。（拍手） 

議会事務局長（西口広崇君） 以上で伝達式を終わります。皆様、自席へお戻りくださ

い。 

 議長からお祝いの御挨拶があります。 

議長（稲田雅士君） 一言お祝いを申し上げます。 

 ただいま伝達いたしましたとおり、さきの第８９回全国市議会議長会定期総会におきま

して、表彰の栄誉に浴されました北元豊議員に対し、心からお祝いを申し上げます。 

 北元豊議員は、平成１４年１１月に初当選されて以来、１０年の長きにわたり竹原市議

会の中心的役割を果たされ、本市の発展と市民福祉の向上に多大な貢献をなされたところ

であります。 

 北元豊議員におかれましては、平成２２年１２月から平成２４年１１月まで、副議長と
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してすぐれた識見と卓越した政治力により円満なる議会運営に努められ、大きな御功績を

残されたところでございます。 

 今回、こうして表彰されましたことは、私どもの喜びでありますとともに、改めまして

今日までの御功績に対し、深甚なる敬意を表する次第であります。 

 この上は、このたびの受賞を契機としてより一層の御自愛の上、御健勝にてますます御

活躍を賜りますよう、心からお願いを申し上げましてお祝いの言葉といたします。まこと

におめでとうございました。 

 市長より発言の申し出がありましたので、これを許可いたします。 

市長（小坂政司君） 一言お祝いの言葉を申し上げます。 

 ただいま全国市議会議長会におきまして、竹原市議会議員在職１０年以上に及ぶ市政功

労者として晴れの表彰をお受けになられました北元議員に対し、心からお祝いを申し上げ

ます。 

 受賞されました北元議員は、長年にわたり市民の熱望と信頼を一身に集められ、円満な

る人格と熱意あふれる見識のもとに、市政の発展に並々ならぬ御尽力をいただいたもので

ありまして、その御功績に対し、改めて深く敬意と感謝を申し上げる次第であります。 

 どうか今後とも、ますます御自愛の上、地方自治の振興と我が竹原市の活力あるまちづ

くりのため、より一層御活躍をいただきますよう御祈念申し上げまして、お祝いの言葉と

いたします。まことにおめでとうございます。 

議長（稲田雅士君） 以上をもって全国市議会議長会表彰について終わります。 

 報告第１号平成２４年度竹原市一般会計繰越明許費繰越計算書について事務局職員から

報告文を朗読させます。 

              〔事務局職員朗読〕 

議長（稲田雅士君） 市長から報告理由の説明を求めます。 

市長（小坂政司君） 報告第１号平成２４年度竹原市一般会計繰越明許費繰越計算書につ

いて御説明申し上げます。 

 繰り越した事業につきましては２３事業でありますが、主な事業について御報告させて

いただきます。 

 まず、ＪＲ竹原駅バリアフリー化整備事業については、繰越額が１億３，２００万円で

あり、平成２５年５月に完了しております。 

 特定地域再生計画策定事業については、繰越額が６９２万３，０００円であり、平成２
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６年１月を完成予定としております。 

 保育所施設整備事業については、繰越額が８，６１９万８，０００円であり、平成２６

年２月を完成予定としております。 

 小中一貫校施設整備事業については、繰越額が２，１２６万９，０００円であり、平成

２６年３月を完成予定としています。 

 旧城原家土蔵保存修理事業については、繰越額が８４３万７，０００円であり、平成２

５年８月を完成予定としています。 

 また、平成２５年第１回定例会で、繰り越しの議決をいただいた国の経済対策に係る追

加補正に伴う財源を活用した事業につきましては、道路橋梁施設、消防施設、教育施設な

どの整備、改修を行う１８事業の繰越額が、合計で１０億２，７９２万２，０００円であ

り、年度内での事業完了を予定しております。 

 以上のとおり、繰越明許費に係る事業の状況について御報告いたしますので、よろしく

お願い申し上げます。 

議長（稲田雅士君） これより質疑に入ります。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） これをもって質疑を終結いたします。 

 報告第２号平成２４年度竹原市公共下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書について

事務局職員から報告文を朗読させます。 

              〔事務局職員朗読〕 

議長（稲田雅士君） 市長から報告理由の説明を求めます。 

市長（小坂政司君） 報告第２号平成２４年度竹原市公共下水道事業特別会計繰越明許費

繰越計算書について御説明申し上げます。 

 公共下水道事業については、平成２５年第１回定例会で繰り越しの議決をいただいた国

の経済対策に係る追加補正に伴う財源を活用した事業などに係る繰越額１億５，３００万

円であり、平成２６年２月を完成予定としています。 

 以上のとおり、繰越明許費に係る事業の状況について御報告いたしますので、よろしく

お願い申し上げます。 

議長（稲田雅士君） これより質疑に入ります。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） これをもって質疑を終結いたします。 
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 報告第３号平成２４年度竹原市水道事業会計予算繰越計算書について事務局職員から報

告文を朗読させます。 

              〔事務局職員朗読〕 

議長（稲田雅士君） 市長から報告理由の説明を求めます。 

市長（小坂政司君） 報告第３号平成２４年度竹原市水道事業会計予算繰越計算書につい

て御説明申し上げます。 

 平成２４年度上水道建設改良事業として、忠海末友水源地改修工事を実施いたしました

が、本工事に係る別発注の仮設工事の工事量が増加し、本設となる本工事の実施開始日が

遅延したことにあわせ、当初予定していた地中の既存ＲＣ擁壁取り壊し工事を行ったとこ

ろ、当初見込み量以上の擁壁の存在が明らかとなり、その撤去に不測の日数を要したなど

による事由により、年度内に支払い義務が生じなかった金額２，２３７万３，０００円を

地方公営企業法第２６条第１項の規定により、建設改良費繰り越しをいたしたものであり

ます。 

 予算繰り越しにつきましては、年度内完成を目指し鋭意推進していましたが、年度内の

完成が困難であったため、やむを得ず工期を延長し翌年度へ予算繰り越しを行い、事業の

推進をいたしたものであります。 

 なお、繰越事業費２，２３７万３，０００円の財源といたしましては、損益勘定留保資

金２，２３７万３，０００円を充当いたすものであります。 

 以上、平成２４年度竹原市水道事業会計予算繰り越しの状況について御報告いたします

ので、よろしくお願い申し上げます。 

議長（稲田雅士君） これより質疑に入ります。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） これをもって質疑を終結いたします。 

 報告第７号竹原流通センター株式会社の経営状況について事務局職員から報告文を朗読

させます。 

              〔事務局職員朗読〕 

議長（稲田雅士君） 市長から報告理由の説明を求めます。 

市長（小坂政司君） 報告第７号竹原流通センター株式会社の経営状況について御報告申

し上げます。 

 まず、平成２４年度の決算額についてでありますが、収入としましては卸売業者、関連
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業者の使用料であります営業収入９５３万２，１１６円、営業外収入１万２，０４６円、

合わせて９５４万４，１６２円であります。 

 これに対し、支出といたしまして、租税公課費、給料及び減価償却費などの一般管理費

として８９０万５，４８３円、支払い利息４２万４，４４４円、合わせて９３２万９，９

２７円となり、差し引き当期利益は２１万４，２３５円となるものであります。 

 なお、貸借対照表及び損益計算書につきましては、お配りしております資料のとおりで

ありますので、説明は省略させていただきます。 

 続きまして、平成２５年度事業方針及び収支計画について御説明申し上げます。 

 まず、事業方針につきましては、竹原流通センター株式会社が今後も存続していくため

には、卸売業者と連携を密にすることはもちろんのこと、食の安全・安心や低価格志向な

ど消費者の需要に即応し、生鮮食料品の安全かつ安定供給に努めるとともに、空き関連店

舗への早期入居促進を図り、できる限り経費節減に注力し健全経営を目指していくもので

あります。 

 次に、収支計画につきましては、収入では営業収入１，００２万７，９２０円、営業外

収入１万１，９２０円、合わせて１，００３万９，８４０円を見込んでおります。 

 これに対し、支出としまして租税公課費、給料及び減価償却費などの一般管理費として

９４６万１，０００円、支払い利息３５万円、合わせて９８１万１，０００円を計上し、

差し引き当期利益は２２万８，８４０円となる見込みであります。 

 なお、細目につきましては、お配りしております資料のとおりであります。 

 以上のとおり、市が資本金の２分の１以上を出資している株式会社の経営状況について

御報告申し上げます。 

議長（稲田雅士君） これより質疑に入ります。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） これをもって質疑を終結いたします。 

 以上をもって諸般の報告を終結いたしました。 

 議事の都合により、午後１時まで休憩いたします。 

              午前１０時２３分 休憩 

              午後 １時００分 再開 

議長（稲田雅士君） 休憩を閉じて会議を再開いたします。 

         ―――――――――――――――――――――― 
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  日程第４ 

議長（稲田雅士君） 日程第４、一般質問を行います。 

 質問順位は、お手元に配付のとおり決定いたしております。 

 順次質問を許します。 

 質問順位１番、脇本茂紀君の登壇を許します。 

１３番（脇本茂紀君） それでは、２０１３年６月定例会の一般質問を行います脇本茂紀

でございます。 

 今回は、忠海中学校区小中一貫教育校設立と忠海のまちづくりについて質問をいたしま

す。 

 忠海中学校区小中一貫教育校については、設立検討委員会の最終報告書がまとめられ、

平成２４年８月１０日に教育委員会に提出されました。それを受けて、８月２１日に行わ

れた教育委員会議において、施設一体型で小中一貫教育を実施することが決定され、市議

会において施設整備に係る設計予算が承認されたことを受けて、平成２７年度開校を目指

し、一体型小中一貫教育校の設立準備委員会が設置されました。 

 設立検討委員会での審議の経過は、忠海中学校区小中一貫教育校設立検討委員会だより

№５に最終報告が掲載されています。そして、本年６月５日に発行された設立準備委員会

だより№１にその基本設計の方向性がまとめられています。 

 そこで、この間の審議の設立検討委員会の討議の過程で出された課題について、最終報

告でまとめられているので列挙してみましょう。 

 最終報告の基本的な考え方では、次の５点が上げられています。 

 １、教育内容の充実として、小中一貫校の目指す教育指針の作成と教育内容改善プログ

ラムの構築が上げられ、教育環境の整備として、通学路の安全性の確保と校舎、グラウン

ドでの子供たちの安全の確保が上げられています。 

 ２、不安の解消として、学習環境の保持、施設整備、通学路の安全性の確保などの保護

者の不安解消のための保護者とのすり合わせを十分行い、不安解消に努めることとされて

います。 

 ３、まちづくりの展望として、新しい学校づくりを通してよりよいまちづくりを。 

 ４、進捗状況の説明として、進捗状況を保護者や地域に知らせ、意見や提言を聞く。 

 ５、議論の場として、保護者や地域と議論の場を持つ。 

 教育内容について、次の２点。 
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 １、小中一貫校の教育活動は、忠海の地域性を生かしたオリジナル性を。 

 ２、教師の人材面の充実と保護者や地域の協力。 

 施設整備について、次の７点。 

 １、子供たちの生活に、安定、安全・安心をもたらす配慮、工夫を。 

 ２、校舎等、グラウンドのエリア区分、プール、体育館も小学生にも対応した規格によ

る改修を。 

 ３、図書室も小学生と中学生では目的が違うので、スペースを分ける必要、また学習情

報センターとしての機能の充実を。 

 ４、遊具の位置、校舎からグラウンドへの段差の解消を。 

 ５、グラウンド照明の十分な検討を。 

 ６、グラウンドの擁壁の安全性を第一に考えて周囲の整備を。 

 ７、工事中の安全対策を。 

 通学路、通学方法について、次の３点。 

 １、現在の忠海中学校に小学生が通うには、通学路に危険性が多いので、安全対策のた

めに学校、教育委員会、行政が十分議論を。スクールバスを用いた通学方法についても、

経路や乗降場所の確保など検討を。 

 ２、現在の西側からの通学路をより安全に。 

 ３、通学路の確定と通学方法の確定については、新しいまちづくりの展望につながるの

で、地域全体で議論を。 

 防災機能について。 

 忠海中学校体育館が、忠海地区の最終避難場所であることを考えると、体育館の整備は

地域の人命、財産を守ることにつながるという観点も含めて整備を。 

 地域連携、交流拠点について。 

 忠海の豊かな自然と歴史や伝統文化は、児童・生徒の生きる力を育むための生きた教

材、ふるさとを愛し、心豊かにたくましく生きるために多くの人との交流の場を創設し、

地域の教育力を生かす教育活動の展開のために、学校、保護者、地域の連携が不可欠。 

 跡地利用について。 

 小学校がにぎわいの拠点になっており、小学校がなくなれば町が寂れるのではないかと

いう地域の声に応える有効利用をと提言しています。 

 今回の一般質問において、この全てを網羅することはできないので、これからぜひ考え
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てもらいたい幾つかの点について、質問をしてみたいと思います。 

 その第１は、議論のあり方です。設立検討委員会の最終報告の中には、進捗状況を保護

者や地域に知らせ、意見や提言を聞く、もっと保護者や地域と議論をと提言しています。 

 設立検討委員会の委員は２３名です。うちＰＴＡ関係者６名、地域関係者１０名、学校

関係者３名、教育委員会２名、行政関係者２名です。 

 そして、設立準備委員会の委員は１３名です。そのうちＰＴＡ関係者３名、地域関係者

３名、学校関係者３名、教育委員会２名、行政関係者２名です。 

 そして、忠海中学校区小中一貫校設立準備委員会だより№１では、既に基本設計の方向

性が決められています。さきに開かれた忠海西小学校の保護者説明会では、初めて聞いた

という意見が噴出したそうです。 

 そこでまず、お伺いしたいのは設立準備委員の皆さんは、皆さんそれぞれの学校、地

域、ＰＴＡ、行政の代表者ですが、それぞれを構成する関係者とはどのような議論の場が

設けられたのでしょうか。 

 あわせてこの基本設計の方向性について、今後どのような場が設けられるのかお伺いを

いたします。 

 その第２は、行政の代表者はいずれも担当職員です。設立検討委員会の最終報告の基本

的な考え方の中には、行政が整備しなければならない課題がたくさん盛り込まれていま

す。教育内容の充実は、教育委員会の課題ですが、教育環境の整備は行政の課題です。校

舎、グラウンド、通学路の整備にとどまらず、防災機能や交流拠点としてのあり方、そし

て小学校の跡地利用などは、いずれも行政の重要課題です。これらの点で、教育委員会と

市長部局のすり合わせは、どのように行われているのかお伺いをいたします。 

 その第３は、この小中一貫校の設立を考えることは、同時に忠海のまちづくりを考える

ということだと思います。現在、国道１８５号の改良、忠海中央線の改良、駅、港湾の改

良が進んでいますが、これらと住環境を連結する意味からも、かつて計画のあった忠海中

学校線の重要性が増してくるのではないでしょうか。 

 忠海中央線、忠海高等学校線、忠海中学校線の充実によって、子育て世代が住みやすい

環境、学校、保育所、幼稚園、病院、福祉施設、駅、港、公民館、消防署、支所、海と山

の自然と歴史、文化を持つコンパクトシティーとしてのまちづくりが可能になると思いま

す。 

 また、そのような展望の中で、小中一貫校の地域連携、交流拠点としての役割も高ま
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り、２つの小学校をどのように活用していくかの展望も切り開かれると思いますが、いか

がでしょうか。その意味からも教育委員会だけでなく、都市計画や建設、企画、財政、福

祉、観光、まちづくりなどの部署がまちづくりのモデルケースとして、しっかり議論する

ような行政の作風が求められていると思いますがいかがでしょうか、お伺いいたします。 

 その第４は、まちづくりを考えるわけですから、出前講座やワークショップという手法

を活用するとともに、ＰＴＡはもちろんのこと、せっかく組織されつつある協働のまちづ

くりネットワークやコミュニティーづくり推進協議会、自治会連合会や社会福祉協議会、

老人クラブや女性会、ボランティアサークル、公民館など、さまざまなところで議論の場

をつくり出すことが大事だと思います。そうすれば、小中一貫校に対する多様な意見を聞

くことができるだけでなく、小学校跡地の活用についても名案が出るのではないでしょう

か。私は、この課題を解決するのは、忠海の地域力をどのようにつくり出していくかとい

うことと不可分だと思います。まさに、万機公論に決すべしです。少数の代表者で決する

よりも、町の主人公である市民の英知を結集する民主的な議論の場をもっとたくさんつく

ろうではありませんか。 

 これから６カ月、来年度の予算編成のためにも、こうした議論の場が大切だと思います

が、御所見をお伺いいたします。 

 以上で壇上での質問は終わり、答弁によりましては改めて質問してまいりたいと思いま

す。 

議長（稲田雅士君） 順次答弁願います。 

 市長。 

市長（小坂政司君） 脇本議員の質問にお答えをいたします。 

 第１、第２及び第４の御質問については、教育長がお答えをいたします。 

 第３のまちづくりに係る御質問についてでありますが、本市は古くから瀬戸内の恵みを

受け、広島県の瀬戸内沿岸部の中央に位置するという立地性と、近接する山陽自動車道や

広島空港、竹原港、忠海港から瀬戸の島々とつなぐ航路といった交通条件を合わせた、い

わゆる陸と海と空の交通結節点としての機能を生かしながら、豊富な自然や塩田により栄

えた歴史性を加味し、観光の振興など竹原らしいまちづくりを進めてまいりました。 

 第５次総合計画においても、目指す将来像「住みよさ実感 瀬戸内交流文化都市 たけ

はら」の実現に向けて、瀬戸内海を初めとした自然や歴史文化など、いわゆる本市の底力

を発揮し、みなとオアシスの活動を通じた港のにぎわいづくりや道の駅の活用、地域ブラ
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ンド開発など、交流人口の拡大や地域の活性化に向けた取り組みを推進しているところで

あります。 

 また、広島臨空広域都市圏振興協議会や広島広域都市圏協議会、瀬戸内・海の路ネット

ワーク推進協議会に参画するなど、広域的な連携によりさまざまな方法で竹原の自然や歴

史、文化などの魅力を発信し、観光交流事業など事業効果の増大を図るとともに、国道１

８５号沿線の呉市、東広島市、竹原市、三原市の４市連携による地域づくり、道づくりを

目的としたＲ１８５みちばた会議の活動を推進しているところであります。 

 忠海町は、忠海港、忠海駅を中心として市街地が形成され、その周辺は黒滝山を代表と

する瀬戸内海国立公園に指定され、前面には瀬戸内の保養地である休暇村大久野島がある

など、自然に恵まれた地域となっています。 

 しかし、今後も進行する少子・高齢化による人口減少が予想される中で、中心部の未利

用地の増加による市街地の空洞化や、小中一貫校による跡地の活用方法など、今後のまち

づくりにおけるさまざまな課題があるものと認識しております。 

 この課題解決に向けて、市街地の未利用地を積極的に活用していくことにより郊外への

開発拡大を抑制し、農地や緑地の保全を図り、さらに、まちの中心部に居住空間を確保す

ることで、高齢者や障害者などが商店街や病院、公共施設などを円滑に利用できるといっ

た環境整備が求められているところであります。 

 したがいまして、忠海町におきましても学校を初めとする病院や港、駅などの既存都市

機能の集積を生かしながら、まちの活性化を促す空港へのアクセス道路としての忠海中央

線道路改良事業を初めとする交通基盤の整備や瀬戸内 海の道構想に伴う忠海港の整備並

びにさざなみ海道、とびしま海道、しまなみ海道との連携によるサイクリングロードの充

実や、みなとオアシスによる全国の港との交流、Ｒ１８５みちばた会議などにより、周辺

地域との広域連携の強化を図っているところであります。 

 今後も、小中一貫校の新たな学校づくりにあわせて、瀬戸内の自然と本市の持つ歴史と

文化、伝統を守り生かす竹原らしいまちづくりを進めるため、広く市民の意見を反映し、

庁内での連携を図りながら、鋭意取り組んでまいります。 

 以上、私からの答弁といたします。 

議長（稲田雅士君） 教育長。 

教育長（竹下昌憲君） 脇本議員の御質問にお答えします。 

 忠海中学校区の小中一貫教育の推進につきまして、これまでの経過について御説明しま
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す。 

 平成２３年８月から１１月にかけて、忠海地区において保護者や地域の方を対象に計１

１回の説明会を開催し、小中一貫教育推進の背景、全国の取り組み状況、教育内容の充

実、教育環境の充実、通学の安全確保、防災拠点の確立、交流場所の創出等について説明

し協議を行っております。また、忠海地区３校の保護者アンケートを実施し、約７割の保

護者から小中一貫教育に期待するという回答を得ております。 

 その後、平成２４年１月から２月にかけて、他の市内全小・中学校で保護者説明会及び

保護者アンケートを実施し、それらの結果を踏まえ平成２４年３月には各中学校区単位で

一体型または連携型の小中一貫教育を推進することを内容とした、竹原市小中一貫教育基

本方針を策定いたしました。 

 この基本方針に沿って、忠海中学校区においては平成２４年５月に保護者や地域の代表

者、学校及び行政から成る小中一貫教育校設立検討委員会を設置し、小中一貫教育校の設

立について検討を行いました。５回にわたる検討委員会での熱心な協議や教育講演会の開

催、先進地視察を行った結果、設立検討委員会で出された委員からの意見、要望を十分に

生かした上で、平成２７年度の小中一貫教育校の開校を目指し、現忠海中学校において施

設一体型で推進することが望ましいとの意見にまとまり、同年８月１０日に教育委員会に

報告書が提出されました。これを受けて、８月２１日に行われた教育委員会議で、忠海中

学校区において施設一体型で小中一貫教育を実施することを決定し、平成２４年第３回市

議会定例会において小中一貫教育校施設整備に係る設計予算が承認されました。 

 その後、一体型小中一貫教育校の設立に向けた施設整備、教育内容についての具体的な

準備を行うため、本年１月にＰＴＡ役員代表者、地域代表者、学校長、教育委員会、行政

担当者から成る忠海中学校区一体型小中一貫教育校設立準備委員会を設置し、現在までに

２回の準備委員会と準備委員会の専門部会である２つの部会、施設環境整備部会を３回、

学校教育推進部会を１回開催し、保護者、地域の意見を聞きながら小中一貫教育校の設立

準備を進めております。 

 第１の御質問である議論のあり方につきましては、この忠海中学校区設立準備委員会に

おいて、検討委員会で出された課題を初めとした小中一貫教育校設立に当たって解決しな

ければならないさまざまな課題について、一つ一つ課題を整理し、協議していただいてい

るところであります。 

 準備委員会委員の皆様は、それぞれ保護者や地域を代表されており、検討委員会から引
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き続いて委員に就任された方が多く、検討委員会から小中一貫教育校が開校するまでの長

期間にわたり、多大な御尽力をいただくことになるとは思いますが、忠海の子供たちの新

しい教育の推進や忠海のまちづくりにかかわることとして積極的に取り組んでいただいて

おり、各団体において一定の意見集約をしていただいているものと考えております。 

 今後においても、施設整備、教育内容等についてさらに具体的に検討しなければならな

い項目もたくさんあり、専門部会等において協議し、必要に応じて説明会なども行いなが

ら、設立に向けた取り組みを進めてまいりたいと考えております。 

 第２の御質問である市長部局とのすり合わせにつきましては、これまでも市長部局と教

育委員会が連携して取り組みを進めており、検討委員会においては企画政策課、まちづく

り推進課の職員、準備委員会においては、財政課、都市整備課の職員が委員となって議論

に参加しております。検討委員会、準備委員会で出された意見については、随時、関係部

署と課題の検討や進捗状況の報告を行っております。今後も、市長部局、教育委員会が連

携しながら、施設整備、通学路整備、防災機能整備、交流拠点整備や跡地利用などの課題

について取り組んでまいりたいと考えております。 

 第４の御質問につきましては、教育委員会としましても、小中一貫教育校設立に当たっ

ては、保護者や地域の意見を聞くことが大切であると考え、これまで保護者や地域の方全

員を対象とした説明会を開催し、また、検討委員会、準備委員会での協議内容を随時検討

委員会だより、準備委員会だよりとして保護者、地域に向けて全戸配布いたしておりま

す。今後も、保護者や地域の声を聞きながら、竹原市小中一貫教育基本方針に掲げており

ますように、教育課題への早急な対応や質の高い教育活動を展開し、市民から信頼される

学校づくりを進めるために、忠海中学校区において一体型小中一貫教育校の設立に向けた

取り組みを進めてまいりたいと考えております。 

 また、小中一貫教育校の設立には、保護者、地域の皆様の御理解と御協力が必要となり

ますので、保護者、地域、学校、行政が一体となって新たな学校づくりに取り組んでまい

りたいと考えております。 

 竹原市教育委員会としましては、夢を持ち、子供が輝く教育の実現を目指して、昨年度

から小中一貫教育やＩＣＴ活用教育の推進を掲げ、未来を拓く新たな教育への挑戦を始め

たところであります。今後も、市内の各小・中学校としっかりと連携し、全ての子供たち

が安心して学校生活を送れる学校づくりに鋭意取り組んでまいります。 

 以上、答弁を終わります。 
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議長（稲田雅士君） １３番。 

１３番（脇本茂紀君） それでは、いただきました答弁に対して順次質問してまいりたい

と思います。 

 第１の質問についてでありますが、最初に平成２３年１２月に行われた小中一貫教育に

係るアンケート集約に掲載されている一つの意見を紹介いたします。 

 小中一貫教育のメリット、デメリットについて説明を受けたが、それらは全国を押しな

べて見たときに言える事柄がほとんどであり、忠海やその子供たちにとってどうなのか。

また、その親にとってよくなる点、悪くなる点は何か、イメージできなかった。 

 例えば、通学路が変わること一つとってみても、現在の通学路では地域のボランティア

の方が登下校時、子供たちを見守ってくださっているので安心だが、中学生と同じ通学路

となると、そうしたボランティアは期待できるのだろうか。 

 また、説明会で教育委員会から示された課題についても、解決可能との声であったが、

容易にとは言えない事柄だったように思えた。 

 他の保護者とも話してみたが、小中一貫教育に変わることが忠海で暮らす私たちに何を

もたらすか、明快に話すことができる方はいなかった。ただ、インターネット等見る限

り、よいことも多々あるようにも思われる。老朽化した教育施設の充実、多様な特色ある

教育プログラムなど、実現するならばこれほど魅力的なことはない。このような状況で、

小中一貫教育ののるか反るかと問うのは早計だろう。 

 まずは、情報提供を積極的に行うこと、先進的事例を紹介すること、視察もよいかもし

れない。保護者、教員、教育委員会等の間で十分な意見交換、検討をする時間を設けるこ

とが重要ではないだろうか。 

 設立準備委員会をつくる前に、忠海地区小中一貫教育検討協議会のような場をつくり、

教育委員会、保護者、教員、地元住民を交えて十分に検討をし、その上で小中一貫教育の

是非を問うのがよいと考える。 

 教育委員会でこれまで研究、検討された成果をこうした場で公開していただければ保護

者の理解も得やすいのではないだろうか。拙速に話を進めることは、事忠海においては極

めて危なく、後々にしこりを残してしまいそうである。大きな可能性を秘めた小中一貫教

育であるだけに、適切なプロセスで話を進めていただきたい。 

 この意見は、小中一貫教育の論議の進め方について、多くの示唆に富んだ発言だと思

い、その全文を紹介いたしました。 
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 そこでまず、第１の質問についてでありますが、設立検討委員会の最終報告では、進捗

状況を保護者や地域に知らせ意見や提言を聞く、もっと保護者や地域と議論をとあります

が、私が聞く範囲では大変不十分だと思います。 

 答弁では、各団体において一定の意見集約をしていただいているものと考えております

とありますが、これはあなた方が考えているだけで、ＰＴＡにおいても、地域関係者にお

いても、また学校関係者においても、行政関係者においても十分な議論がなされていると

は思いません。 

 先日の忠海西小学校での説明会においても、さまざまな疑問点が出されたと聞いており

ますし、会長が会員の意見を集約できているとはとても言いがたい段階だと聞いていま

す。 

 また、地域関係者の代表は、第一、第二、第三の協働のまちづくりネットワークの代表

ですが、それぞれのネットワークの中で、この小中一貫校をテーマにした会議や意見集約

が行われたとは聞いていません。これは、学校内の教職員、行政内の関係部署でも同様な

ことが言えるわけで、代表がしっかりそれぞれを構成する関係者としっかりした議論の場

を持つことが必要だと思いますが、いかがでしょうか。 

 とりわけ、基本設計の方向性について、ボトムアップの議論が必要だと思いますが、こ

の点についてのお考えをお伺いいたします。 

議長（稲田雅士君） 順次答弁願います。 

 教育振興課長。 

教育委員会教育振興課長（久重雅昭君） まず、第１点目の各団体の中での議論の場を持

つこと、また基本設計についての議論という御質問でございますけども、忠海中学校区の

小中一貫校設立につきましては、これまでさまざまな場面で議論を行っております。 

 御質問の中で御紹介のあった、保護者のアンケートなど参考に検討委員会を設置をし、

先進地視察、教育講演会を行いながら、協議を重ね報告書が提出されたものであります。

その報告書に沿って今後の議論の場として、準備委員会を設置をしまして、保護者、地

域、学校、行政で協議を行いながら、小中一貫校の設立準備を行っております。 

 こうした中で、各団体におかれましても、小中一貫教育についての座談会を開催された

学校や、代表が中心となって基本設計案について協議をされた学校もございます。こうい

った各団体での議論の場というのは、非常に大切であるというふうに考えております。 

 また、基本設計についてでございますけども、基本設計につきましては、施設環境整備
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部会で議論をされまして、部会でまとめたものが準備委員会で承認をされております。こ

の基本設計をもとに、より具体的に決めなければならない事項がこれからたくさんござい

ます。今後、準備委員会や部会を中心に協議をしていきたいというふうに思っております

けども、議論が不十分であるといった意見も真摯に受けとめて、より広く保護者、地域の

皆さんの意見を聞きながら、進めていきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

議長（稲田雅士君） １３番。 

１３番（脇本茂紀君） 準備委員会の構成は、私がさっき申し上げたように、例えば地域

代表は、住民協働のまちづくりの第一、第二、第三のそれぞれの代表者が入っておりま

す。しかしながら、住民協働のまちづくりのネットワークの代表者とはいえ、それぞれの

いわば第一、第二、第三の地区の中でこのことに関する議論はほとんどなされていない。

いわゆるこの小中一貫教育の問題をテーマにして、会議が開かれたことはないというふう

に伺っております。しかし、代表ですから出ていって話はいろいろとされているようであ

りますけれども、もっとボトムアップといいますか地域の声をしっかり反映する必要があ

るんではないか。 

 私は、さっきの答弁を聞いて思いますのは、要するに基本設計については、環境整備委

員会が開かれて、そこが案をつくって準備委員会で既に承認をされておりますという答弁

でした。 

 しかし、さっきの検討委員会の答申を見ると、課題がたくさんあるわけです。その課題

に基づいて多分基本設計の方向性というのが出されておるわけだけど、まずその基本設計

の方向性についてどのような議論がなされたのか。今の話を聞く限りでは、何とか部会、

その部会でしか議論されてないじゃないですか。準備委員会は、今申し上げたように数は

うんと少ない数で構成されていて、地域の声も学校現場の声も、それからＰＴＡの声も、

実際には上がらないような仕組みになってるんじゃないかということを危惧するんです。

というのは、忠海西小学校のＰＴＡがこの間説明会を開いたそうですけれども、保護者の

中からはさまざまな意見が出されたと。また、ここにも書きましたように初めて聞いたと

かですね。これはやっぱりＰＴＡの運営自体の問題でもあると思うんですよ。もっと、例

えば地域委員、学級委員といわれるいわゆるＰＴＡの各委員としっかりこのことについて

議論がされているかというと、必ずしもそうではない。まして、この時期にＰＴＡ会長は

ちょうど入れかわりの時期ですから、新ＰＴＡ会長になって初めてのそういう段階で、今
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のようなことがなされている。やはり、民主的な討論といいますか、もっとそれぞれの現

場での討論というものがこの準備委員会に反映されるような仕組みが必要なのではない

か。 

 それが同じようなことが言えるのは、例えば行政関係でもさっきの答弁によりますと、

それぞれの例えば検討委員会の段階では、企画政策課とまちづくり推進課、今度の段階で

は財政課と都市整備課の職員がそれぞれ参加をしておるわけですね。しかし、ここにおい

て重要なことは、竹原市としてこの小中一貫、ましてやもう基本設計が議論になってる段

階で、どのようなことをそのいわゆる準備委員会の中に反映させていくのか、そういう議

論が必要ですし、教育関係者の中でももちろんそういう議論が必要だし、とりわけ学校の

先生がこの問題について具体的に議論をしたという話を余り聞かないんです。一番その最

前線にいる学校の先生自体の協議とか、そういう場がちゃんと保障されているとかどう

か、校長が参加してるんですね、これ。校長がそういうボトムアップの学校内での討議を

ちゃんとやってるのかどうか。全てどの団体にもそういうことが言えるわけで、そこらあ

たりを教育委員会が、これから特に基本設計の方向性を出してそれをみんなで議論しよう

という段階で、それをしっかり行っておかないと後になってさまざまな不満が出てくるよ

うなことになるんではないか。そういう意味でこの段階で、まだ来年度の予算を編成する

までに一定の時間があるわけですから、この段階でやっぱりそこらあたりのしっかりした

議論を、とりわけ上部のいわゆる準備委員会での議論ではなくて準備委員会を支えるとこ

ろのそれぞれの現場での議論というものをしっかりしなきゃならないというふうな段階だ

と思いますが、その点についての御答弁をいただきたいと思います。 

議長（稲田雅士君） 教育振興課長。 

教育委員会教育振興課長（久重雅昭君） 準備委員会での基本設計についての議論という

ことでございますけども、これまでも部会で３回議論をしております。１回は、実際に現

地視察等も行っております。さまざまな意見が出されております。 

 今後につきましても、先ほど申し上げましたように、まだ決めなければならないところ

がたくさんございますので、基本設計をもとにたくさんの保護者、地域の意見をいただき

ながら進めていきたいというふうに思ってます。 

 必要に応じまして部会のほか、説明会、報告会等も行いながら十分議論していきたいと

いうふうに思っております。 

議長（稲田雅士君） １３番。 
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１３番（脇本茂紀君） 方向性もそうなんだし、それから準備委員会の決定もそうなんだ

けど、要するにもっとしっかりボトムアップをしていくような、そういう仕組みをつくら

ないと結局代表者の責任になってしまうような今議論の仕方なんです。特に地域において

は、さっきも言いましたように協働のまちづくりの代表者がそれぞれ３名出てるんだけ

ど、協働のまちづくりネットワークという組織自体が、そういう意味では今の時点で今の

協働のまちづくりの進展ぐあいからすると、その代表者が足り得るかどうかということも

非常に問題があるんですよ。だからこそ、自治会連合会とかあるいは社会福祉協議会と

か、そういういろんな形で代表制を持ってるさまざまな方々が出てるわけじゃないんで、

この協働のまちづくりには。するとそういう声をどっかで、集約するというかそういう声

を聞く場が必要だと思うんです。 

 これは、学校をこれから統合して新たな学校をつくるという段階なんだから、そうした

忠海町住民のさまざまな声をいわば吸い上げるような、そういう準備委員会の営みみたい

なことがなければ、極めて代表制の高くない代表制になってしまう危険性がそれぞれある

んじゃないか。だから、学校長も学校現場のことをしっかり集約する、それから行政も行

政全体の意向とか意識というものをしっかり議論をする。そういうことをやって、その準

備委員会が代表制を確保することができると思うんです。 

 この一つの大きな事業をやるのに、そういう営みがしっかりやられないと、私は多くの

禍根を残すことになるんではないかと。そういう意味で、これ教育委員会だけの問題じゃ

ないんだけれども、少なくともそういう小中一貫校を２７年に開設するとするならば、今

この時点で、とりわけ来年度の予算編成のときが非常に大きな意味を持つだけに、この時

期にしっかり住民の声といいますか、地域の声というものをくみ上げていくような、そう

いういわばシステム、そういうボトムアップの仕組みみたいなものをこの議論の中でしっ

かり考えていただきたいと思いますが、その点についての御答弁をお願いします。 

議長（稲田雅士君） 教育振興課長。 

教育委員会教育振興課長（久重雅昭君） 繰り返しになると思いますけども、準備委員会

等で準備委員会を中心にやっていくということでございますけども、説明会、報告会を行

ったり、広く保護者、地域の意見を聞きながらしていきたいというふうに思っております

ので、よろしくお願いします。 

議長（稲田雅士君） １３番。 

１３番（脇本茂紀君） それで、関連がありますので、第２の質問についての質問をして



- 22 - 

まいります。 

 設立検討委員会の最終報告には、学校設置者としての竹原市行政の課題が提起されてい

ます。質問でも申し上げたとおり、校舎、グラウンド、通学路、スクールバスなどの教育

環境の整備はもちろんのこと、防災機能や地域連携、交流拠点としてのあり方、小学校の

跡地利用についても提起されています。 

 答弁では、検討委員会、準備委員会で出された意見については、随時関係部署と課題の

検討や進捗状況の報告を行っており、今後も市長部局、教育委員会が連携しながら施設整

備、通学路整備、防災機能整備、交流拠点整備や跡地利用などの課題に取り組んでまいり

たいとの答弁ですが、それぞれの課題についてこれまでどのような連携が行われてきたの

か、これからどのように連携が図られるのか、具体的にお示しをいただきたいと思いま

す。 

議長（稲田雅士君） 教育振興課長。 

教育委員会教育振興課長（久重雅昭君） 第２の市長部局との連携ということでございま

すけども、これまでも答弁で申し上げているように連携はしております。 

 校舎、グラウンド等の施設整備の基本設計の方針についてどのようにしていくのか、ま

た通学路整備についてどのようにしていくのか、また防災機能の強化についてどのように

していくのか、また児童クラブなどについての基本的な方針について、それぞれ関係課と

協議を行ってきております。今後におきましても、準備委員会で出された意見や施設整

備、通学路整備、防災機能強化などさまざまな事項について、随時関係課が集まって共通

認識を持ち、まちづくりの観点も踏まえながら、全力で取り組んでいきたいというふうに

思っております。 

議長（稲田雅士君） １３番。 

１３番（脇本茂紀君） 学校の本体の整備と関連して、もう既に検討委員会の中で最終報

告でまとめられているのは、通学路、あるいはこの学校に対するアクセス、あるいは今の

防災拠点としての機能、あるいは交流拠点としてどうか、そして小学校跡地の活用につい

てもしっかり議論をする必要がありますよという提起がなされています。 

 私が非常に危惧するのは、これまでの竹原市のそうした学校あるいは幼稚園の施設が実

際になくなってしまうと、何にもされずに結局放置されるというようなことが続きまし

た。東幼稚園も田万里小学校も小梨小学校もそうです。そういうことを考えたときに、今

この段階でしっかりそのあたりが議論されてないと、結局そのまま放置されるんではない
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かという危惧を強く感じております。 

 そう意味で、私はやはりこれは忠海のまちづくりだという意味からも、そこらあたりを

まず行政の相互の部署が真剣に考えてもらわにゃ困る話なんです。要するに、都市計画で

あるし、地域づくり、まちづくりであるとしたら、当然これは都市整備課の課題でもあ

り、建設課の課題でもあり、またまちづくり推進課の課題でもあり、同時に企画政策課の

課題でもあり、財政課の課題でもある、そういうふうな課題にもうなってるんです。なの

に準備委員会はまだ、基本設計の方向性は確かに出てるかもわからないけれども、そうし

た全体としての小中一貫教育校をこれから立ち上げる段階での全体像が見えてこない。そ

の全体像は、そうしたそれぞれの部署の人が協力してつくり上げていくしかないと思うん

です、教育委員会に任せっきりということではなくて。だから、それがないと、例えば市

民に説明する際に、多分、学校本体の問題はそれは教育委員会でいいでしょうと、あるい

は学校本体の問題は、教育関係者がほとんどやっていけばいいです。しかし、まちづくり

の一環として、その学校を地域全体がどのように包んでいくかということについては、も

っとしっかり議論をせにゃいかんし、そのためにはとりわけ市長部局のこの問題に対する

構えというか、そういうふうなものが問われると思うんです。 

 ましてや、この１２月には２６年度の予算が出されると。その予算が出されたときに、

そういうことが議論されてないと、本体の予算はつきましたよと、しかしアクセスはいつ

になるかわかりませんよというようなことになっても困る。あるいは、防災拠点とか交流

拠点とか言うけれども、そういう機能はどうやって持たすのというのも、例えば基本設計

と深くかかわってるわけです。そういう地域に開かれた学校にするためのさまざまな機能

というふうなことも、しっかり議論されなきゃならない。ましてや、小と中が一緒にこれ

からいろんなことをやるということになれば、全てが小、中のさまざまな課題が全部そこ

の中学校に集約されるわけですから、それに対する例えばアクセスとか、あるいはみんな

が集まりやすいとか、あるいは避難の場合はどうするかとかというふうな話と不可分だと

思う。だからそこらあたりの議論は、それこそこれから来年度の予算を編成する１１月、

１２月までにその議論を詰めていかなきゃならないと思うんです。そういう意味で私が提

起しているのは、ぜひ教育委員会だけでなく市長部局のあらゆる部署が、そういうプロジ

ェクトをつくれとまでは言いませんが、そういう相互の連携をしてこの忠海のまちづくり

計画としてこれを全体で議論していくような、そういう作風というのを私はぜひつくって

いただきたい。そうしないとこれからやられる吉名でも、竹原でも、あるいは北部でも、
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この小中一貫教育校という課題がそういうまちづくり、地域づくりとどういうふうに連携

するのかという課題が見えてこなくなるんじゃないかと思う。 

 だから、あれは教育委員会のことじゃなしに、やはり竹原市のまちづくりの骨格をなす

今回は課題であるだけに、そうした学校教育と地域がどのように連携をしていくのかとい

うあたりをしっかり双方でやっていただきたいというのが、第２の質問の趣旨であります

ので、そのあたりについて教育委員会はさっき答弁されましたから、市長部局のほうの答

弁をお願いしたいと思います。 

議長（稲田雅士君） 答弁願います。 

 総務部長。 

総務部長（今榮敏彦君） 先ほど来、教育委員会のほうから御答弁申し上げております

が、この問題につきましては、学校教育に限る問題ではないという認識は市長部局も持っ

ておりまして、教育振興課長が先ほどから御答弁申し上げておりますとおり、この事案に

かかわる経過またはその課題について、その都度庁内で議論をし、また検討委員会、準備

委員会としてこれまで積み重ねておりますけれども、その中で出た課題について中・長期

的に考えるべきもの、この計画に直ちに取り組まなきゃいけないものというふうなことを

考えながら、整理をしてきているところでございまして、この考え方はこれからも変わら

ないというふうに思っておるところでございます。 

 必要に応じて関係職員をその議論の場に出向くということも当然、今現在もやっており

ますけれども、これからも続けてまいりたいというふうに思っておりますし、その点竹原

市としては非常に大きなプロジェクトであるというふうに認識しておりますので、そのよ

うに我々としても取り組んでまいりたいというふうに思っております。 

議長（稲田雅士君） １３番。 

１３番（脇本茂紀君） ぜひ、その庁内の体制を私はもっとしっかり築かにゃいかんと思

うんです。 

 協働のまちづくりネットワークの担当は、まちづくり推進課なんです。今、協働のまち

づくりの進展ぐあいは、まだ安全・安心部会とまちづくり部会というふうなものをつくっ

て、そこの部会がいろんな検討をしている。しかし、そこへ突然小中一貫校の議論は、入

りにくいというのが現状だと思うんです。それに関する予算もまちづくり推進の予算で、

そういうものが持たれている。だけどそこに、忠海町を代表するさまざまな人たちがそこ

に集まっていることは確かなんだから、そこをもっと有効に活用するということは、私も
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必要だと思うんです。だからそういうことが、それはまちづくり推進課の領分よというこ

とになると、なかなかそういう話にならない。 

 もう一つは、さっきのアクセスなんかの問題は、やはり建設課とか都市整備課なんかに

とっては、これからの将来の都市計画として非常に重要な意味を持つとしたら、そこらあ

たりの議論が都市整備とか建設のいわば部署の中でやられていかなくてはならないと、そ

ういう議論が果たしてやられているのかなというのがもう一つの疑問です。 

 もう一個は、例えばそうなったら当然これは財政的な裏打ちが要ると、その財政的な裏

打ちに関しては財政課のほうで一定の検討がなされているのかなと。どうもそこらあたり

がないまま、準備委員会がもう既に結論みたいなものまで出しつつあるということでは困

ると。 

 だからぜひそうした庁内でも、今回の小中一貫校を一つの契機として、忠海の将来のま

ちづくり、あるいは都市計画というふうなものをどういうふうに考えていくのかという議

論が、町内でも起きるような努力をしていただきたいということをお願いをしておきま

す。 

 そこで、第３の質問に関連して、今申し上げましたように今回の小中一貫校の課題は、

忠海のまちづくり、都市計画の課題であります。 

 学校は地域の拠点であり、防災、地域連携にとどまらず歴史や文化の拠点でもありま

す。 

 そこでお尋ねしたいのは、そういう拠点性を確保するためには、学校に至るアクセスの

課題は非常に大事だと思います。 

 御存じのように、忠海中学校の通学路は非常に狭隘で急な坂道であります。そのため、

児童・生徒の通学やスクールバスの運行における安全性が危惧されています。それらを解

消するためには、かねて計画のあった忠海中学校線道路の整備は不可避だと思いますが、

いかがでしょうか。それは将来、この道路沿線に宅地が開発されることとともに、校地の

拡幅や周辺整備とも不可分だと思います。 

 答弁では、今後も進行する少子・高齢化により人口減少が予想される中で、中心部での

未利用地の増加による市街地の空洞化や小中一貫校による跡地の活用方法など、今後のま

ちづくりにおけるさまざまな課題があるものと認識されているとのことですが、現在進行

中の忠海中央線、国道１８５号線、忠海高等学校線、忠海床浦線とともに忠海中学校線と

いう道路網の整備がまさに忠海町のコンパクトシティーとしての機能を高めるとともに、
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若い人たちの定住の起爆剤となることと思いますが、その点についての御所見をお伺いい

たします。 

議長（稲田雅士君） 都市整備課長。 

都市整備課長（有本圭司君） まず、忠海中学校線の道路整備についての御質問でござい

ますが、忠海中学校西側の道路整備につきましては、昭和５４年度に一部用地買収を行

い、道路の拡幅工事を行っておりましたが、その後地権者の理解が得られず事業が休止状

態にあります。 

 また、現在通学路として利用している忠海中学校西側の里道は、幅員が狭隘で急な坂道

を通学している状況であることは認識しております。 

 一方、忠海町のまちづくりを進めるためには、学校を初めとする駅、港、商店街、福

祉・医療施設などの既存の都市機能を集積を生かしまして、利便性やにぎわいを備えた地

域づくり並びに自然歴史資源の保全と活用によりまして、安心・安全な魅力的な環境づく

りを目指すため、現在忠海中央線を初めとする道路網の整備に取り組んでいるところでご

ざいます。 

 議員御指摘の通学路の安全確保につきましては、忠海中学校区一体型、小中一貫教育校

設立準備委員会において、今後広く地域の意見を聞きながら取り組んでまいりたいと考え

ておりますので、御理解のほどよろしくお願いいたします。 

議長（稲田雅士君） １３番。 

１３番（脇本茂紀君） この間、忠海の道路整備がいろんな形で行われてきました。忠海

は、御存じのように古い町ですから、道路は全体的に狭隘でありますし、特にこの忠海中

学校に対するアクセス道路は非常に悪い。そういう意味では、ある意味で忠海の将来を考

えたときに、かつてあった忠海中学校線の計画というのは、あのころとは大分状況が変わ

って、地権者の方もほとんど住んでおられないというふうな状況だし、農地も荒れている

と。そうことを考え合わせれば、これを有効に機能させれば、周辺に若い人たちが住むよ

うな宅地もできる可能性があるのではないか。 

 さらに、忠海中央線も単に空港とのアクセスだけでなくて、忠海の基幹道路としてこれ

から機能していく。すると、その基幹道路とそれらの道路がつながれば、もっと利便性も

高まってくるんではないか。そういうふうな観点から、この道路の問題というのを一つの

コンセプトとして、さっきお話がありましたように地域の方々等も含めて議論をしていく

ことが、大変重要なのではないかという気がいたします。 
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 私は、この忠海の利点というのは、あれだけの広さの中にそういうふうにほとんどの施

設がコンパクトに収納されている。もっと言えば、隅から隅まで自転車で行ける範囲に全

ての公共施設がある。そういう意味では、今言われているところのコンパクトシティのい

わば見本みたいな町である。そういうところのかなめになる中学校ということだと思うん

です。そういう意味で、私は今言われているところのコンパクトシティのある意味ではモ

デルケースとして、忠海のまちづくりっていうことを考えることができるのではないか、

またそういう視点が必要だと。この視点からしても、もちろん都市整備課だけの課題では

なくて、そうした総合的なまちづくり、そういう意味では企画政策課とかあるいは都市計

画というか、そういうこととあわせてさまざまな形で議論をしていくということが必要で

すし、同時に忠海の町民がそうした将来のまちづくりについて、いろんな場で話ができる

ような、そういう町の作風ですね、我々の明日の町をつくるんだというふうに、住民がこ

の討論に参画していけるような、そういう討議を私たちも一緒につくり出していきたいと

いう気がするわけであります。 

 だから、これは行政だけの課題でもなくて、地域として自分たちが将来どんな町を望む

のか、あるいはどんな町をつくるのか。大変厳しい状況の中ですから、そう簡単には理想

のようにはいかないかもしれないけども、少なくともそういう討論の営みというのが、住

民力というのを高め、また行政と住民の信頼感も高めるということであると思いますの

で、改めてそうしたこれから６カ月の討議の中にそういう視点をぜひ加えて、いわば討議

をもっと組織的に、なおかつ広い意見を集約できるような討議の場というのをぜひつくっ

ていただきたい。 

 検討委員会が討議の場をというふうに書いているのは非常に重要ですし、多くの町民の

方にこの討議に参画をしていただいて、さまざまな意見を聞いて、全部が実現できるかど

うかは別にして、そうしたさまざまな意見を吸い上げることが、行政にとっては非常に大

事なことで、例えば来年、再来年までにはできなくても将来にはこんな可能性があるんだ

ということに住民が展望が持てるような議論をこの準備委員会だけではなくて、この準備

過程でそういう議論を地域に巻き起こしていくということが、我々の任務でもあり、また

行政の任務でもあると思いますので、そのあたりについての御決意をお伺いしておきたい

と思います。 

議長（稲田雅士君） 答弁願います。 

 副市長。 
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副市長（三好晶伸君） 小中一貫校にかかわって、将来の忠海のまちづくりという観点

で、今御質問をいただきました。 

 今、正直申し上げまして、余りにもちょっと広大な御質問だったんで、話がまとまらな

いかもしれませんけども、今１つお答えしたいのは、まずは本市も市制５５周年を今迎え

ております。そういった中で、忠海町においても昭和３３年当時の忠海町の社会経済情勢

と、この５５年間を経た今の社会経済情勢はお互いに大きく急速に変化をしてきておりま

す。というのが、まず交通手段で申し上げますと、当時はＪＲ国鉄忠海駅、そして港が中

心のまちづくりであったと思います。その中に忠海においては、東小学校、西小学校、そ

して忠海高等学校、さらには私立の聖愛幼稚園も含めて、創立１００周年を皆超えたとい

うことでございますので、相当忠海の歴史というのは、先人たちがつくり上げてきたさま

ざまな資源によって今日があるということで、我々はその恩恵をこうむっているというこ

とでの感謝と敬意を平素持ちながら生きていかなければならないという観点で申し上げま

すと、まちづくりというのは、今５５年前にそういった交通手段、あるいはいろんな商業

振興、あるいは福祉、教育、ここらあたりと大きく変わってきたのは、１番には人口減

少、少子・高齢化だと思います。それによって、さまざまな、忠海においては当時の豊田

郡の郡都的な施設があったものが、全てがなくなっていっとると。そして、それにかかわ

って人口も減少した。そして、教育においても商業においても、今日段階で言えば、例え

ば空港、山陽自動車道、新幹線も含めてこういった高速交通社会の整備の体系に変わりつ

つある中で、どちらかというと市外からの流入よりも市内から市外への流出というものが

今日的な大きな課題となって、ややもすれば忠海町の全体の低下につながってきたのでは

ないかというような反省も含めて、いろんな課題が今ある中でこれから５年、１０年、２

０年先に忠海はどうあるべきかというのがまちづくりの私はこれからの基本理念、コンセ

プトをつくり上げなくてはならない。 

 そして、その中で現在本市には、第５次の総合計画、これ前期が今年で終わって、これ

からいよいよ後半の後期計画を策定する。そういった中に、忠海町の小中一貫校について

も、今議論をまさにしているところでございまして、もちろん教育委員会だけのマターで

はない。私をトップにした懸案協議、そして予算が絡むことについての政策協議、ここら

あたりは日々行っているところであります。そういった意味で、これからのまちづくりを

考えると、忠海町においては例えば何が大きゅう変わってきたかというのは、一番には交

通手段、しまなみ海道が四国に入ります。それと、忠海港が空港から一番近いというよう
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なことも含めて、いろんなこれからは、例えば公益的な交流連携で申し上げますと、南北

軸が空港と四国、とびしま、さざなみ、しまなみと、そして東西軸についてもＲ１８５み

ちばた会議あるいはみなとオアシスです。こういった住民との連携あるいは島嶼部、そし

ていろんな関係団体との連携、ここらあたりも今進めております。そして、海の道構想で

今県と共同で取り組んでおりますのが、忠海港のこれからの港づくりというような観点で

言いますと、やはり観光を含めた産業振興というのが、これからの交流人口の拡大から定

住につながるまちづくりだろうというようなことについても、この平成２５年度に御存じ

のように予算化をいたしております。これも一つの大きなキーワードになると思います。 

 そして、一番重要な今までの忠海町を先人たちがつくってきた中で言えば、聖恵とか中

芸とかこういった福祉施設についても大変な歴史があるし、黒滝ホームにしてもです。そ

ういった福祉施設、少子化から高齢化、やはり高齢者への対策というものはこれからはす

ごく重要だと思います。ここらあたりが、まずは誰もが歩いて身近なところでいろんな生

活、ライフラインが確立できるようなまちづくりというのが、恐らく脇本議員が言われと

るコンパクト的なまちづくりを進めていってほしいというような御要望であるとも思いま

す。 

 そういったことを総体的に、今まさにこの２５年度は次の新たな総合計画の後期計画、

こういったものをつくり上げていく上で、この忠海においては小中一貫校の設立と、忠海

のまちづくりというのは欠かせない整合性を図る必要があるということで、私は考えてお

りますんで、その点は御理解をいただきたいと思います。 

議長（稲田雅士君） １３番。 

１３番（脇本茂紀君） それで、第４の質問と今の御答弁を関連させて質問をしたいと思

います。 

 今お話がありましたように、これまで忠海東小学校、忠海西小学校は、地域のあらゆる

教育や文化の拠点として、多くの先輩を輩出してきましたし、卒業生にとってはふるさと

そのものでもあります。その学校がなくなることは、町民にとっても痛恨のきわみであり

ます。 

 特に、忠海東小学校は大正元年に創立され、昨年１００周年を迎えました。当時は、現

在の西小学校への通学が困難ということで、地域の皆さんの浄財によって学校が設立され

ました。その意味からも地域の皆様に学校に対する強い思い入れがあります。 

 そして、神明祭りに象徴される子供と大人が一体となった文化を築き上げてきました。
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そうした意味からも引き続き、地域文化の拠点として学校をどのように活用するかという

ことは、地域のコミュニティーにとって極めて重要な課題です。 

 そのことは、忠海西小学校においても言えることで、これまで培ってきた忠海西小学校

の歴史と伝統、地域の拠点性を今後どのように生かしていくかは、極めて重要な課題で

す。 

 教育委員会の取り組みが先行する中で、このような課題についての市長部局の取り組み

がおくれていると思いますが、いかがでしょうか。 

 そして、これらの課題については、住民みずからがみずからの課題として決めていくこ

とが大事です。地方自治法では、住民の福祉に供する公の施設のうち特に重要なものの改

廃については、住民によって決するという原則がありました。 

 学校は、その最も重要なものの一つであります、その意味からも地域にもっと議論の場

をつくり出していかなければ禍根を残すことになると思います。 

 学校を中心とした将来のまちづくりについて、多くの市民の声を聞くためにＰＴＡはも

ちろんのこと（ここで言うＰＴＡは保護者と教職員ということであります）、協働のまち

づくりネットワークを初めとして忠海町コミュニティーづくり推進協議会、自治会連合会

や社会福祉協議会、老人クラブや女性会、ボランティアサークルや公民館など町内のあら

ゆる機関で議論をすることが大事だと思います。 

 そして、行政の出前講座やワークショップやあるいはまちづくり懇談会というふうな手

法を駆使して、ぜひそうした地域の隅々にこの議論がおりていくような営みというのをこ

れから展開していただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

議長（稲田雅士君） 教育振興課長。 

教育委員会教育振興課長（久重雅昭君） 第４の御質問の議論の場をつくり出すといった

ことでございます。 

 新しい学校をつくることは、まちづくりの観点からも地域にとって重要な問題であると

いうふうに認識をしております。また、それぞれの学校は、歴史、伝統文化を築き上げて

きて、学校を中心としたまちづくりが行われてきたといったところもございますので、そ

の跡地利用についても重要な課題であるというふうに認識をしております。今後も、保護

者、地域、学校、行政が一体となってできるだけ議論の場をつくり、広く保護者、地域の

意見を聞きながら、地域に誇れる学校づくりを行っていきたいというふうに思っておりま

すのでよろしくお願いします。 
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議長（稲田雅士君） １３番。 

１３番（脇本茂紀君） 忠海には、それぞれそういう話し合いや討議をする場がたくさん

あると思うんです。例えば、それぞれの社協あるいはコミュニティーづくり推進協議会も

その一つでしょう。そういう意味では地域の方々がさまざまな形で縦横に結び合って、い

ろいろ議論をされてる団体がたくさんあります。だから、そういうものを駆使すれば、議

論の場も広がっていくということだと思うんです。とりわけ、今までの小学校区でもいろ

んな文化、歴史あるいはその地域性というのがあるんで、そこらあたりの議論をしっかり

するべきだと思うんです。忠海東小学校と西小学校がなくなるということについては、こ

の町に住んできた者にとっては大変強い思い入れがある。そういう人たちが忠海の歴史を

つくり上げてきたし、またそういうさまざまな団体の中で、例えばアヲハタやアトムやと

いう企業が果たしてきた役割も大変大きい。こういう議論をするときに、そうしたさっき

福祉施設の話もありました。そういうさまざまな分野での声や意見をいろんな形で集約し

て、さっき副市長おっしゃったように、これは明日のまちづくりの議論なんですよという

議論をみんなでつくり上げていかなけりゃいけない時期だと。これは、少子・高齢化が進

み、確かにどこの町もこういう課題に直面してるんだけど、それがしっかり住民の中で、

あるいは地域の中で議論をすることによって前向きに我々はここで最後まで生き抜かなき

ゃならんわけだから、そういう意味でこの条件、この状況の中でもみんなでいい町をつく

っていこうというふうな議論が、地域に沸き起こるような小中一貫の議論にこれからして

いく必要があるんではないか。とりわけ、この６カ月というのは、そういう意味でそうい

う形といいますか、そういう議論のありようというふうなものをつくっていく時期でもあ

るんで、今回のこの６月定例会で質問をさせていただきました。 

 これは、これから１２月までいわゆる来年度の予算編成なんかも含めて、みんなで議論

してよりよい町の方向性を町民全体が見つけられるような、そういう行政あるいは教育関

係者、そして地域住民、そして我々議会も含めてこの問題が前向きに議論されるように、

そういう意味での双方のこれからの努力を期して質問を終えたいと思います。 

議長（稲田雅士君） 以上をもって脇本茂紀君の一般質問を終結いたします。 

 １４時２５分まで休憩をいたします。 

              午後２時１１分 休憩 

              午後２時２３分 再開 

              〔議長交代〕 
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副議長（道法知江君） 休憩を閉じて会議を再開いたします。 

 引き続き一般質問を行います。 

 質問順位２番、片山和昭君の登壇を許します。 

８番（片山和昭君） 平成２５年第２回竹原市議会定例会の一般質問を行います。明政会

の片山和昭であります。 

 自民党政権にかわって、あらゆる行政指導のあり方が模索されている中、補正予算の論

議決定される時期となりました。国、県の補正予算交付も決定され幹線道路などにつぎ込

まれるようでありますが、竹原市の総合計画に照らし合わせてみるとき、基本理念として

の「住みよさ実感 瀬戸内交流文化都市 たけはら」の中、まだまだ多くの問題点が山積

みであります。住みよさ実感については、漠然とした大きなものではなく、言うまでもな

く身の回りの生活空間の整備充実であります。 

 昨今、市内幹線道路や流通工業団地の企業立地、新開の区画整理等大型の事業は目につ

くものの、郊外地域の市道、里道、生活道、農道、雨水の溝などの安全管理及び整備が非

常におくれていると感じているところであります。 

 住みよさ実感を感じられるよう、細かいところへの取り組みの強化を願うものでありま

すが、市長の御所見をお伺いいたします。 

 ２番目の質問として、このたび教育委員会から公民館運営に関する組織改革案（運営審

議会について）が出されたようでありますが、その理由、経過内容をお聞きします。 

 また、竹原市社会教育においての現在の社会教育委員の組織構成と活動内容、社会教育

指導員についてもお尋ねをいたします。 

 壇上での質問を終わります。 

副議長（道法知江君） 順次答弁を願います。 

 市長。 

市長（小坂政司君） 片山議員の質問にお答えをいたします。 

 本市を取り巻く社会経済情勢は、少子・高齢化、人口減少社会の進行、経済のグローバ

ル化や社会の成熟化、地方分権改革の進展などにより大きく変化しており、景気低迷によ

る市税収入の伸び悩み、社会保障関連経費等の増加などにより、厳しい行財政運営を余儀

なくされております。 

 このような状況の中で、多様化する市民ニーズや地域の課題などに的確に対応し、総合

的かつ計画的にまちづくりを推進していくため、平成２１年３月に「住みよさ実感 瀬戸
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内交流文化都市 たけはら」を目指す将来像とした、第５次総合計画を策定し、平成２５

年度までの前期基本計画を住みよさ実感への基礎固めとして位置づけた上で、人づくりと

個性づくりの２つの観点から、暮らしの質の向上等を図るための条件整備や交流人口の拡

大から定住へとつながる施策に総合的に取り組んでいるところであります。 

 これまでの取り組みの結果、少子・高齢化、人口減少などの課題はあるものの、本市の

まちづくりは、全体としては着実に推進されているものと考えておりますが、前期基本計

画の最終年度に当たる今年度は、住みよさ実感の実現を図るための基礎固めを行う最終年

として、これまで積み重ねてきた施策を着実に進めながら、元気で住みよい竹原市づくり

に全力を挙げて取り組んでまいりたいと考えております。 

 １点目の生活空間の整備充実についての御質問でありますが、本市の道路網の整備につ

きましては、活力ある豊かな地域社会を創出するため、道路が本来有する定時性、高速性

さらに安全性が確保された主要幹線道路から生活道に至る一体的な道路ネットワークの確

立を目指して、国道、県道及び生活道路の整備等を推進しているところであります。 

 本市の主要な道路網は、国道２号が市北部を、国道１８５号が南部沿岸地帯をそれぞれ

東西に走り、国道４３２号が南北に縦断して相互連絡道の役割を果たしており、また県道

においては東広島市、三原市の主要都市間を連絡する東広島本郷忠海線、三原竹原線など

で構成されております。 

 国道の整備につきましては、現在国土交通省において、歩行者の安全を確保するため、

交通安全対策事業として国道１８５号の的場地区、福田地区の歩道整備を進めており、国

道４３２号については、広島県において、山陽自動車道、広島空港などの高速交通機関と

周辺都市間の連絡強化を図るため、新庄町の大仙バイパス及び歩道拡幅などの道路改良工

事を実施し、早期完成を目指しているところであります。 

 県道の整備につきましては、昨年度、県道竹原吉名線の築地工区が開通し、今年度に

は、久保谷工区が完成する予定と伺っております。 

 今後とも、安全・安心な暮らしを支える幹線道路などの社会資本の計画的な維持、更新

や整備促進について、国や広島県に対して引き続き要望してまいりたいと考えておりま

す。 

 一方で、市が管理している道路の整備については、道路改良事業、交通安全対策事業及

び維持修繕工事に分けて整備を進めているところであり、道路改良事業については、昨年

度、忠海町の市道宮床線が開通し、本年度は吉名町の市道八代谷曽井線の早期完成に向け
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て、事業を推進しているところであります。 

 交通安全対策事業については、市道丸子山横島線、市道中須明神線の歩道整備に続き、

今年度、通学路の安全対策や市道高等学校道線の整備などを予定しております。 

 市が管理している道路、河川、水路など公共土木施設の維持管理については、施設の機

能が著しく低下し、日常生活に支障を来すなど、維持補修の緊急性を考慮しながら日常的

なパトロールや地域からの情報などにより現地の調査を行い、必要な箇所について補修し

ているところであります。 

 また、道路法の適用を受けない法定外公共物、いわゆる里道については、生活道路や農

業用道路など、その使用状況によって、それぞれ管理区分が異なり、市民の日常的な活動

を支える生活道路として使用しているものについては、建設課が維持管理を行い、主に農

業用として使用しているものについては、産業振興課が維持管理を行っているところであ

ります。 

 今後においても、引き続き集落間の連絡道路の整備や快適な生活空間の形成に向けた施

設の維持補修に取り組み、安全で安心できるまちづくりを推進してまいりたいと考えてお

ります。 

 次に、２点目の御質問についてでありますが、公民館運営審議会については、社会教育

法第２９条において、館長の諮問に応じ公民館における各種の事業の企画実施につき調査

審議すると規定されております。 

 近年の少子・高齢化、地域でのつながりの希薄化、ＩＴ化、国際化など社会情勢の変化

に伴い、社会教育のあり方が問われるようになり、平成１８年には教育基本法の改正によ

り、生涯にわたってあらゆる機会にあらゆる場所において学習することができ、その成果

を適正に生かすことのできる社会の実現という理念のもとに、家庭教育、学校、家庭及び

地域住民等の相互の連携協力が新たに規定され、社会の要請に応じた学びを生かす生涯学

習のあり方が大きく変化してまいりました。 

 このような流れの中、平成２３年８月に社会教育法の一部が改正され、公民館運営審議

会委員の委嘱、任命の基準について、見直しが行われたことから、本市においても平成２

４年３月に竹原市立公民館設置及び管理条例を改正し、生涯学習活動の充実に向け、連

携・強化が必要な諸団体などから幅広い意見を聞く中で、社会の要請に応じた学びの実践

や利用環境の向上につなげていくために、公民館運営審議会委員として学校教育関係者、

社会教育関係者、家庭教育の向上に資する活動を行う者、学識経験のある者から委員を委
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嘱することといたしました。 

 次に、社会教育委員につきましては、社会教育法第１５条第２項の規定により、学校教

育及び社会教育の関係者、家庭教育の向上に資する活動を行う者並びに学識経験のある者

の中から、教育委員会が委嘱することとし、現在１２名に委嘱しております。 

 社会教育委員の役割としては、社会教育に関する諸計画を立案、教育委員会の諮問に応

じ意見を述べること、必要な調査研究を行うこととなっており、会議の中で予算を含めそ

の年度の生涯学習、社会教育行政の主な事業や、社会教育関係団体への補助金について

も、意見を伺っております。 

 次に、社会教育指導員につきましては、竹原市社会教育指導員設置及び服務規則により

位置づけているもので、社会教育の特定分野に関して、学級、講座等の直接指導や社会教

育に関する相談、指導、社会教育関係団体に対する指導、助言を行うこととしており、本

市では、市町の生涯学習、社会教育に携わる職員の支援を行っている広島県立生涯学習セ

ンターの御協力をいただき、館長及び主事を対象に、毎年公民館における学習プログラム

に関する職員研修を実施し、資質、技能の向上を図り公民館事業の円滑な運営を行ってお

ります。 

 今後においても、生涯学習を推進する上で重要となる学べる体制づくり、情報化や少

子・高齢化などに対応する適切かつ有効な学習活動ができるよう、公民館運営の実態を踏

まえながら学習機会の提供及び環境整備に努めてまいりたいと考えております。 

 以上、答弁といたします。 

副議長（道法知江君） ８番。 

８番（片山和昭君） 再質問をいたしたいと思います。 

 まず、ただいまの答弁にもありましたように、今年度は第５次総合計画の前半終了の年

であります。竹原市は、前期を住みよさ実感への基礎固めとして位置づけ、暮らしの質の

向上を図るための条件整備に取り組んでいるとのことであります。 

 先ほども申しましたように、幹線道路や区画整備については、竹原市行政の努力によっ

て国や県の交付金も得られ、順調に事業が進んでいることは喜ばしいことであります。そ

れらに対して、目に見えない数多くの事業の問題点も痛切に感じています。 

 今回は、生活空間の安全整備及び事業管理について具体的にお尋ねをします。 

 まず、１０年来放置されている事業管理についての質問であります。 

 その１つは、高崎町大乗小学校付近の海岸の管理線について。 
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 ２番目に、大乗小泉線の砂防堤工事に伴う道路補修の契約管理について。 

 ３番目に、小吹の自然流水、雨水ですが、それの河川工事について。 

 この３点をお聞きしたいと思います。 

 そして、現在の実態と今後への取り組みはどうするのかお尋ねをしたいと思います。１

番と２番は法的な問題であります。 

 次に、市の管理している道路等公共土木施設の安全管理について、通学路を含め具体例

を挙げて説明を求めます。 

 その１つは、大乗、西谷地区の市道、通学路の安全管理についてどうなっているのかお

聞きします。 

 ２番目に、竹原小学校南門付近の道路の安全管理について現況をお聞きします。 

 この２地区については、主要な道路でもあり、交通量も多く、通学に関しても安全が懸

念されます。それぞれの自治会からも長年要望書が出されていますが、市として緊急性を

どのように考えているのか説明を求めます。 

 ほんの一部の具体例を挙げましたが、目に見えにくい事業は明確性に欠けるものが多い

と感じています。要望、陳情等市民に対して明確で親切な対応を望むものであります。 

 まず、この問題についてお聞きをしたいと思います。 

副議長（道法知江君） 順次答弁を願います。 

 建設課長。 

建設課長（大田哲也君） まず、先ほどの３点の高崎町大乗付近の海岸の管理についての

御質問でございますが、この大乗小学校の南側の護岸と北側の緑地帯につきましては、電

源開発が管理をしているところでございます。 

 また、その緩衝緑地の北側、国道でございますが、こちらについては旧堤防敷でござい

まして、国の所有となっているものでございます。 

 また、海岸の管理につきましては、それぞれの管理者が適切な施設の維持管理に努める

と認識をしております。 

 次に、市道大乗小泉線、砂防堰堤の工事に伴う道路という御質問でございますが、当該

道路につきましては、平成６年に発生をいたしました大規模な山林火災の二次災害を防止

するために、広島県が発注をしました工事において、大乗川上流に砂防堰堤を建設するた

めに、工事用道路として土地の一部を借地し管理しているものでございます。当該道路の

取り扱いについては、工事完成後に地元と地権者との間に意見の相違があることから、今
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後も引き続き双方の意見を聞きながら地元自治会と協議し、現在取り組んでいるところで

ございます。 

 また、３点目の小梨の河川工事についての御質問でございますが、こちらにつきまして

は、先ほど市長も御答弁申し上げましたとおり、河川の維持補修につきましては、施設の

機能が著しく低下をし、日常生活に支障を来すなど維持補修の緊急性を考慮しながら、日

常的なパトロールや地域からの情報、要望などにより、現地を調査し必要な箇所について

補修を行っているところでございます。 

 同じく、大乗小学校西側地区の市道、通学路ということでございますが、こちら川を挟

んで一方は市道と認定し、その一方は土手という状況でございます。こちらについても、

現地を確認しながら適切に対応していきたいと考えております。 

 また、小学校の南側道路でございますが、こちらは旧県道で現在市道となっております

が、こちらについても現地を見ながら必要があれば補修等行っていきたいと考えておりま

す。 

 そして、緊急性についての考え方でございますが、現在市の意向として、パトロールま

た住民からの要望で現地に赴きまして、緊急性の高いものについてということについて

は、道路の陥没また道路のり面の崩壊、こういうものについては、施設を利用される方が

被害が及ぶおそれがあれば、緊急性が高いと判断し速やかに対応しているのが現在の状況

でございます。 

 以上でございます。 

副議長（道法知江君） ８番。 

８番（片山和昭君） まず、一番最初の放置されてる事業管理についての問題です。 

 これは、海岸線については国の管轄になり、また砂防工事については県の管轄になるわ

けですが、やはり竹原市内で行われている事業であり、特に民間に絡んだ問題に対して

は、もう当然窓口は竹原市役所になるわけですから、その辺は十分に考慮されて、考えて

いただきたいと思います。 

 小吹の雨水の問題についても、工事途中で岩があったからそのまま迂回して放り投げて

いるというような状態もあります。これは全般的に管理の問題であると思うんです。この

管理の問題、１０年来放置されているということは、やはり管理がされていないというこ

とになると思います。これは、今そこでやっておかなければという感覚にならないと、こ

っから先の建設的な事業はできないと思うんです。いつまでほいじゃあ延ばすんかと、都
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合がいいように放っときゃいいわいというわけにもいきませんので、それなりの努力を必

要とすると思いますし、各自治体とも十分に話をして前向きな取り組みを考えていただき

たいと思います。これ延ばせば延ばすほど、行政の信頼をなくすることにもなります。そ

ういうことで、これは一つの例として具体的に出させていただきました。 

 次に、これは通学路の問題でありますけど、今西谷地区の市道、通学路、市道と土手と

言われたんですが、あそこは通学路として恐らく認定されとるはずなんです。この前にも

アンケートを募集したようではありますけど、学校の先生方だけではまだまだ細かいとこ

ろは目につかないところもかなりあると思います。そういった面で、一例として出させて

いただきました。 

 竹原小学校南門の付近も、旧県道で交通量もかなり多いとこで、１０メートルぐらいの

溝が残っているわけなんですが、そこへ市としてポールを立てて安全性の表示はしていま

すけど、工事内容にしても、この前、私もちょっと現地も見に行きましたけど、そんなに

難しいような工事ではないと思いますし、そういった簡単にできるような工事は検討する

より前に、ポールを立てているということはそこへ落ちたりするということで、立ってい

るわけですから、緊急に埋め立てとか、土管を入れるとかいろいろと対処はあると思いま

すけど、そういったもの素早く処置してほしいと思います。そういった面でこれを具体的

に出させていただきました。 

 まだまだ問題点は、こういった例はたくさんあります。全部が全部言よったらきりがな

いんで、例として出させていただきましたんですが、その辺を先ほど言ったようにどう考

えているのかと。特に最初の管理の問題については、これ管理責任が竹原市にありますの

で、その辺は表に出れば出るほど問題となってきますんで、できるだけ早くそういった処

置をお願いしたいと思いますが、それの返答をお願いします。 

副議長（道法知江君） 建設課長。 

建設課長（大田哲也君） 先ほど２点、通学路ということで。 

 まず、水路のポールということでございますが、こちら今年度に入りまして、地元から

ポールが破損しているということで、至急このポールについては復旧をさせていただきま

した。 

 それと、土手の箇所が悪いと、通学路にもなっているということでございますが、こち

ら現地調査して緊急性を考慮しながら適切に対応してまいりたいと考えております。 

 また、この要望、陳情でございますが、竹原市に昨年度平成２４年度、市からの要望、
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陳情については、自治会からの要望件数は１４４件、また電話や来庁者での要望、市役所

に来られて要望された件数は３７６件あり、合計で年間で５２０件の要望をいただいてお

ります。その中から、要望内容を確認し、また現地を確認を行いまして、緊急性の高いと

ころから整備を行っている状況でございます。 

 また、先ほども言いましたように、緊急性の判断といたしましては、やはり道路の陥没

とかのり面の崩壊、また施設利用者への被害が及ぶおそれがあるもの、また道路上に倒

木、崩土などが発見された場合には、通行に支障があるものとして緊急に素早く対応させ

ていただいておりますので、御理解のほどよろしくお願いをいたします。 

副議長（道法知江君） ８番。 

８番（片山和昭君） 一番最初にも言いましたように、目に見えない事業なんです。それ

が今言われましたように、自治会からの要望だけでも１４４件もある。それは、一般の人

はほとんどわからないわけです。入札もしているわけでもなく、小さな事業も含めれば、

また電話にしても３７６件、それら全て見えないところで行われているわけです。それ

が、例えばこういった委員会でも何でもそういったものが全て出るのなら、やはりこれだ

け要望はあるけどこの程度しかできないということは明確にしていただきたい、そういう

要望もあります。苦情を持ってくる人は、どうしても必要性を感じているから、陳情とか

苦情電話をするわけですから、それなりの問題はあるわけです。個人とか自治会とか、そ

ういった人間の関係は別としましても、それだけの目に見えないものをどうやってさばい

ていくか、それが市長が言われているような住みよさ実感に即つながると思います。 

 今から梅雨にも入るわけで、雨水の問題とか溝の問題、あるいは冠水する市道、そうい

ったものがたくさん出てくると思うんです。そういう問題も頭に入れてかからないと、ま

ず検討からということも大切なんですけど、どれだけ前進させていくかということをぜひ

そういったわかりやすく進めていただきたいと。 

 ほいで、最近は自治会長だけの会議も市のほうではないと思うんですけど、自治会長と

かいろんな人の意見を積極的に聞いていただいて、ただ延ばす延ばさないだけじゃなしに

どれだけできるか、建設課としてはやることが仕事ですから。延ばすことが仕事ではあり

ませんので。そういった面で、やるためにどんな問題があるのか、そういったところは具

体的に話し合われたらいいんじゃないかと思いますんで。 

 こういった問題で、問題を出すところは自分のところが中心になりますので、それだけ

問題があるとかということは全然わかりません。ただ、問題を出しても返事がないという



- 40 - 

ことが返ってきます。そういった面なんで、先ほども言いましたように、親切丁寧に説明

する、明確にこれはいつごろでないとちょっと難しいですよとか、まあ何とか頑張ってや

りましょうとかということは、明確に説明をしていただきたいと思います。 

 とにかく、この建設課の問題は、大変たくさんありますので、もう頑張ってもらうしか

ないと思います。そういった面で、よろしくお願いしたいと思います。ほかにそれについ

て、またこれは難しいとか、そりゃあ問題にならんわとかという質問がありましたら、逆

にこちらが聞きたいと思います。よろしくお願いします。 

副議長（道法知江君） 建設課長。 

建設課長（大田哲也君） 先ほど、平成２４年度の要望箇所５２０件、そして市が平成２

４年度に対策を実施しました箇所については、３１３件の修繕を行わさせていただいてお

ります。今後も引き続き、公共土木施設の維持管理に努めまして、住みやすさを実感でき

るような取り組みを進めてまいりますので、今後ともよろしくお願いをいたします。 

副議長（道法知江君） ８番。 

８番（片山和昭君） 仕分けも大事だと思います。先ほども言いましたように、これだけ

やることに対して予算が足らないとか、そういうことになりますと財政課の問題とかとい

うことにもなると思いますが、表にできるだけ出してほしいというのが今回のこの質問の

私の趣旨でございますんで、その辺をどういうふうに出せるかどうかというのは、研究を

して出されるものは出してほしい、それがこの最初の趣旨でございます。これは、長らく

言っても堂々めぐりではなし、幾らでもありますのでそういった趣旨を酌んでほしいと思

います。よろしくお願いします。 

 次に、２番目の公民館運営審議会についてお尋ねをしたいと思います。 

 まず最初に、運営審議会で今回変更されたところで、どういった点が変更されているの

か。 

 ２番目に、市内公民会運営の現況と今後の運営に対する教育委員会の考えを尋ねます。 

 そして３番目に、運営審議会において、今までは竹原市運営審議委員というのが竹原市

の中央にあったわけですが、それと各公民館にも運営委員というのがあります。そういっ

た面で非常に紛らわしい。その辺がどういった関係になっているのか確認をしたいと思い

ます。 

 それと４番目に、社会教育委員の活動の現況。どういったことを今されているんか。そ

れと、社会教育関係団体。昔は、婦人会とか青年団があったんですが、そういった団体に
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ついて、現在はどうなっているのかをお聞きしたいと思います。 

副議長（道法知江君） 文化生涯学習室長。 

文化生涯学習室長（堀信正純君） それでは、１点目の今回変更点というところでござい

ます。 

 このことにつきましては、平成２３年８月に社会教育法の一部が改正され、公民館運営

審議会委員の委嘱、任命の基準につきまして見直しが行われました。このことから、平成

２４年３月に竹原市立公民館設置及び管理条例を改正いたしまして、生涯学習活動の充実

に向け、連携強化が必要な諸団体などから幅広い意見を聞く中で、社会の要請に応じた学

びの実践や利用環境の向上につなげていくため、審議会委員として学校教育関係者、社会

教育関係者、家庭教育の向上に資する活動を行う者、学識経験のある者から委員を委嘱し

たものでございます。 

 委員構成につきましては、これまで各公民館から選出していただいておりました公民館

運営協力委員１３名によりまして構成されておりましたけれども、条例改正等踏まえまし

て学校教育関係者２名、社会教育関係者６名、家庭教育の向上に資する活動を行う者２

名、学識経験者３名の計１３名となっております。なお、社会教育関係者６名の中には、

公民館運営協力委員４名も含まれているというところでございます。 

 次に、２点目の市内公民館運営の現況と今後の運営に対する考え方というところでござ

います。 

 公民館活動といたしましては、講座等の教室の開催、地域課題に資する事業として、子

育て支援や世代交流事業、高齢者を対象とした健康づくり事業を開催しております。ま

た、講習会、講演会などの実施、図書利用の促進、公民館祭りなど地域活性化に関する事

業などを実施しております。 

 また、公民館の利用者数についてでございますけれども、平成２４年度におきまして

は、約１７万５，０００人の方が利用されておられます。課題としては、利用者の固定

化、若年層、男性の利用率の低さが上げられると思います。今後は、利用の低い世代、性

別のニーズを踏まえまして、魅力ある講座の開設、開催の期日、時間の工夫をする中で、

幅広い方に利用していただけるよう努力してまいりたいというふうに考えております。 

 また、もう一つの課題としては、平成２０年の中央教育審議会の答申を踏まえまして、

個人の学習ニーズに加え、社会の要請に応じた学習支援を充実させ、その学習成果を社会

全体の教育力の向上を目指すことが決められており、今後におきましては生涯学習におけ
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る公民館のこれまでの成果、課題を検証しつつ、よりよき生涯学習の実践方法につきまし

て、公民館運営審議会等で議論を深めてまいりたいというふうに考えております。 

 次に、運営審議会についてのこれまでの経過というようなことだろうというふうに考え

てます。 

 平成１３年４月までにおきましては、各公民館に公民館運営審議会が設置され、別々に

公民館事業の企画実施について協議されておりましたけれども、平成１３年４月以降は、

竹原市立公民館設置及び管理条例改正を行いまして、竹原市公民館運営審議会を設置して

おります。本審議会は、１３公民館から運営委員等で構成され、市全域で公民館の事業の

調査、審議をしていただいておりました。平成１３年の改正は、平成１２年４月に施行さ

れた地方分権推進一括法によりまして、同審議会の設置規則が任意設置に改正されたこと

を受けまして、広い視野で公民館活動の一層の推進を図り、新しい住民の方々との連携で

前向きな発展を目的に、総括的に竹原市公民館運営審議会が設置されたものでございま

す。 

 また、平成２４年３月には、国の参酌基準を踏まえまして、本審議会を学校教育関係

者、社会教育関係者、家庭教育関係者、学識経験者で構成する条例改正を行いました。こ

の改正は、平成１８年の教育基本法改正における第３条の生涯学習の理念、第１０条の家

庭教育、第１２条の社会教育、第１３条の学校、家庭及び地域住民等の相互の連携・協力

や平成２０年の中央教育審議会の答申、新しい時代を切り拓く生涯学習の振興方策につい

て、知の循環型社会の構築を目指してに関連したものでございます。このような流れの中

で、先ほど市長が御答弁申し上げましたとおり、運営審議会の構成メンバーの改正は社会

情勢の変化に伴うものであり、生涯学習のあり方が社会の要請に応じた学びを生かす方向

へと大きく変わったため、関係機関等の意見の反映を意図したものでございます。 

 次に、４点目の社会教育委員の活動の現況と社会教育関係団体というとこでございま

す。 

 活動内容といたしましては、年１回会議を開催をしております。会議内容につきまして

は、予算を含めその年度の主な事業や社会教育関係団体補助金等について、意見を伺って

いるというとこでございます。 

 また、広島県社会教育委員連絡協議会理事会でありますとか尾三地区の合同研修会など

にも随時参加をしていただいております。 

 また、社会教育関係団体というとこでございますけど、これについては市女性連絡協議
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会、市ＰＴＡ連合会、体育協会など補助金についても伺っているというようなところでご

ざいます。よろしくお願いいたします。 

副議長（道法知江君） ８番。 

８番（片山和昭君） まず、答弁でもありましたように、一番最初に、次の２点目の質問

についての後に、公民館運営審議会については、社会教育法第２９条において館長の諮問

に応じ公民館における各種の事業の企画、実施につき調査、審議するということが規定さ

れていますということになっとるわけですが、この２３年８月の社会教育法の一部が改正

されて、委嘱、任命の基準が変わったのなら、これはここの２９条の文章も館長の諮問に

応じ公民館におけるというのもやはりこれは変わってくるんじゃないかと思うんです。そ

の辺がどうなっているのかもちょっとわかりません。 

 それと、竹原市の公民館設置及び管理条例の中で、今回案としてここへ出されてるんで

すが、竹原市公民館運営審議会という名前になっています。これ先ほども言いましたよう

に１３名のうち、館長部会、主事部会、運営協力委員部会というのが、それと学校教育、

社会教育、各関係者ということになっているわけですが、今まではそういった公民館の竹

原市の中央としては、竹原市公民館運営審議委員という形で、中央に各代表としてあった

わけです。それを取り払って今回こういった新しい形にするということなんですが、これ

は各公民館においても運営審議会という形で今までやっておられました。それが、こうい

った中央の動きをどんどん変えていくに従って、今度は公民館の運営委員とか、それとも

う一つは、忠海等は協力委員とかという形になっているわけです。そうすると、公民館の

運営委員を構成する意味が全然変わってくるわけなんです。協力するだけなら、ただのボ

ランティアだけで、企画の審議とかそういうのが入ればやはり責任を伴いますから、そう

いった面での考え方というのも徹底しておかなければいけないし、同じような名前がダブ

ったり公民館によって全然違う名前で行われたり、その辺のことはひとつ淘汰してまとめ

るべきじゃないんかと。それでないと、協力している各公民館の運営委員さんとか大変混

乱を来しております、今回でも。 

 ですから、どこが変わったんかということがわかりません。はよ言えば、各公民館の運

営委員にもそういった形が出てくるのか、あるいは中央のあらゆる案で出されている公民

館運営審議会、中央にそういうのを新たにつくるだけなのか、そういった面もはっきりさ

せておいていただきたいということで今回質問を出しました。 

 それと、もしこの中央の公民館運営審議会があらゆる、昔の社会教育委員会、各種団
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体、学校関係、社会教育、家庭関係、同じような形でやってそれでどういった効果がある

のかということがありますので、その次に社会教育委員の実態と現況をお聞きしたわけで

す。 

 そういうことで、公民館の運営に関しては、実際に携わっている人が一番よくわかって

いるわけです。それを中央で学者の先生とかなんとかが、審議されてやるのは結構ですけ

ど、それが各公民館に問題が波及するようでは問題があると思いますんで、その辺の混乱

がないようにもう一度精査していただいて、まとめていただきたいと。ほいで各公民館も

今混乱してますんで、そういった面では今回の変更はこういうところが変更しますという

ような感じで前回との違いとか、そういったものはまとめて文書を送っていただきたいな

と思っています。その辺をお聞きします。 

副議長（道法知江君） 文化生涯学習室長。 

文化生涯学習室長（堀信正純君） 公民館運営協力委員でありますとか、その審議会のあ

り方とか、そういうところについては周知とか情報発信、情報共有というようなところが

メインだろうというふうに思います。 

 そのような点も踏まえまして、各公民館のほうにそういう伝達ができるように公民館運

営審議会などで議論等を深めまして、周知なり情報発信をしてまいりたいというふうに考

えておりますので、よろしくお願いいたします。 

副議長（道法知江君） ８番。 

８番（片山和昭君） 公民館は、今大乗公民館だけでも年間１万３，０００人が参加して

おられます。市内全部では、物すごい数になるわけです。それだけコミュニティの意味が

あるとは思うんです。それで今からのいいほうへ進んでいるわけですから、そういった面

倒を見る人の役割とか、そういったものを市が指導、学習指導、そういった面もしなけれ

ばいけないと思います。これからいろんな人が携わっていますから、それだけ問題もたく

さんあると思いますけど、すばらしいコミュニティだと思いますんで、ぜひそれを前向き

にしてほしいと思います。 

 最後に、もう６月になりましたけど、今の公民館も含め先ほどの問題も含めて、竹原市

が信頼されて今からどんどんと前向きに積極的に運動ができるように、考えていっていた

だきたいと、協力をしていただきたいと思いますんで、その辺に最後に市長何かございま

したら一言お願いしたいと思います。 

副議長（道法知江君） 副市長。 
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副市長（三好晶伸君） 生涯学習を推進する上で、公民館の持つ役割は大変重要であると

認識をいたしております。今後におきましても、先ほど来市長も申し上げましたように、

学べる体制づくり、情報化や少子・高齢化などに対応する適切かつ有効な学習活動などが

できるよう、公民館運営実態を踏まえながら、学習機会の提供あるいは環境整備に今後も

努めてまいりたいと考えておりますので、御理解のほどよろしくお願いいたします。 

副議長（道法知江君） ８番。 

８番（片山和昭君） 来年からは後期に入るわけです、計画が。今度、計画だけではな

く、実践がどんどんと前へ進みますように念じて質問を終わります。 

副議長（道法知江君） 以上をもって片山和昭議員の一般質問を終結いたします。 

 議事の都合により、明６月１９日午前１０時から会議を再開することとし、本日はこれ

にて散会いたします。 

              午後３時１５分 散会 


